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社会復帰部　リハビリテーション課

～私たちはリハビリテーション専門職として成果を追求します！～

　社会復帰部リハビリテーション課には、47名（理学療法士24名、作業療法士17名、言語聴覚士6名）のセラピストが
所属し、回復期リハビリテーション（以下、リハビリ）、医療療養リハビリ、地域リハビリの３つの柱があります。
　大きな柱である回復期リハビリ病棟は、2000年に介護保険制度と同時に制度化され、当院では2006年に回復期
リハビリ病棟入院料の承認を受け、20年を迎えました。ポストアキュート機能の役割として、在宅復帰を目指した集中
的（365日）かつ積極的（最大9単位/日）なリハビリを提供しています。また、退院後の生活の場を見据えた『している
ADL』の獲得に向け、医師、看護師、社会福祉士、管理栄養士、セラピストなどの多職種が協働して行う包括的チーム
アプローチで取り組んでいます。2年ごとの診療報酬改定では加算の廃止、アウトカム指標の引き上げ、算定単位数
の上限引き下げなど、回復期リハビリを取り巻く環境は厳しい状況にありますが、患者様へのリハビリの質と量を担
保すべく、人財の確保と教育に尽力しています。
　2024年には日本医療機能評価機構の認定（職種別版評価項目3rdG：Ver.3.0）を受け、リハビリ病院として病院全
体での協働した取り組みや体制について評価いただきました。病院でのリハビリだけでなく、退院後のフォロー（外来
リハビリ、訪問リハビリ）、沼津市フレイル予防事業やサロン等へのセラピストの講師派遣、沼津市短期集中訪問型予
防サービス（訪問C）、駿東田方地域リハビリ強化推進事業（支援センター）などの取り組みにより、地域リハビリにも
貢献していきます。
　これからも、患者様、ご家族、地域の皆様に信頼され、選ばれ、成果を出せる病院であり続けるために、社会復帰部
一同、日々成長と改善を重ねてまいります。引き続き、温かいご支援をお願い申し上げます。

社会復帰部長補佐　西島　勇（理学療法士）

理念

基本方針

1. 一人ひとりに寄り添った支援
2. 安心で確かなリハビリテーションの提供
3. チームで支える医療の実践
4. 地域と繋がるリハビリテーションの提供と地域貢献
5. 成長し続ける組織づくり

その人らしい生活を追求した
全人的なリハビリテーションを提供します



〒410-0813  静岡県沼津市上香貫蔓陀ヶ原2510-22
TEL 055-931-1911　FAX 055-934-3811　 https://fukkou-kai.jp/nrh/
□ 看護小規模多機能型居宅介護事業所汐かぜ TEL 055-934-1200  FAX 055-934-2100
□ 訪問看護ステーションうしぶせ  TEL 055-931-3900  FAX 055-931-3399

―基本理念　愛・信頼・貢献―公益財団法人 復康会 沼津リハビリテーション病院

看多機汐かぜ ～開設から1年～

１．一人ひとりを大切にするケアの実践
私達は利用者様一人ひとりの声を聴き、「その人らしさ」
を大切にしたケアを実践します

２．地域とのつながりを「強化」する
私達は地域の一員として、近隣の方々とも連携し、「顔
の見える関係」を大切にした事業所となっていきます

３．専門職として常に学び続ける
私達は看護・介護の専門職として質の高いケアが提供
できるよう、専門性と継続性を兼ね備えた信頼される
組織となっていきます

　2025年２月の開設からあっという間に１年が経過しまし
た。現在まで様々な利用者様にご利用いただいています。
本当に少しずつですが、看多機「汐かぜ」が地域に周知
されてきたと思っています。退院直後の在宅生活へのス
ムーズな移行支援や病状不安定期における在宅生活の継
続支援、がん末期等の看取り期、家族に対するレスパイト
ケアなど、看多機に求められる機能を存分に発揮し、医療
と介護の切れ目ない支援を行っています。ご利用をご検
討の際にはお気軽にご相談ください。

代表　松川香織より
　この度、看多機汐かぜの代表者を拝命いたしました。
長く、訪問看護ステーションに従事しています。自宅で安
心して可能な限り暮らせるよう、利用者様そのご家族の気
持ちを大切にした支援を心掛けてケアを実践してきまし
た。職員一同、地域に愛され信頼される事業所として取り
組んでいきたいと思っています。今後ともご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願い致します。

看多機汐かぜ理念

看多機汐かぜ基本方針

一人ひとりを大切にする看護・介護の実践

診療科 ： 神経内科・内科・リハビリテーション科・消化器内科
病床数 ： １０６床
　　　   医療療養病棟５２床（療養病棟入院料1）
　　　   回復期リハビリテーション病棟５４床
　　　 （回復期リハビリ病棟入院料1）

作り方のポイント
戻したわかめはよく水を切ります。
梅干しは細かく刻むのがポイント。
和えた後、味がなじむまで置くと　
よりおいしくなります。

栄 養 課

材 料 （4人分）
・レタス…４枚 ・パプリカ…80g
・かにかま…5本　・乾燥わかめ…4g
〈ドレッシング〉
・梅干し…1個 ・サラダ油…小さじ2
・酢…大さじ1強 ・砂糖…小さじ1
・塩…ひとつまみ ・こしょう…少々

梅ドレッシングサラダ

★当院一番人気メニューの
三色丼と相性バッチリ‼
梅干しと酢でさっぱり感のある
春らしい彩りのサラダです。




